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 細谷　博 　名誉教授　略歴・業績 
 略　　歴 
 
1949 年 5 月 7日 千葉県に生まれ東京で育つ。
1972 年 3 月 早稲田大学第一法学部卒業
1974 年 3 月 早稲田大学第一文学部卒業
1978 年 3 月 早稲田大学大学院文学研究科日本文学専攻修士課程修了
1978 年 4 月 開成学園教諭（1982 年 3 月まで）
1982 年 4 月 南山大学文学部国語学国文学科講師（1985 年 3 月まで）
1985 年 4 月 南山大学文学部国語学国文学科助教授（1993年3月まで）
1988 年 9 月  研究出張（アメリカ合衆国 , アイオワ大学）（1989 年 8
月まで）
1993 年 4 月 南山大学文学部国語学国文学科教授（2000 年 3 月まで）
1994 年 4 月 南山大学文学部国語学国文学科長（1997 年 3 月まで）
1998 年 4 月 南山大学評議員（2000 年 3 月まで）
2000 年 4 月  南山大学人文学部日本文化学科教授（改組による学部所
属変更）（2018 年 3 月まで）
2002 年 2 月  北京日本学研究センター派遣教員（国際交流基金）（2002
年 7 月まで）
2005 年 4 月 南山大学人文学部日本文化学科長（2007 年 3 月まで）
2008 年 4 月 南山大学評議員（2010 年 3 月まで）
2008 年 4 月 南山大学大学院国際地域文化研究科長（2014年3月まで）
2010 年 4 月 南山大学図書館長（2012 年 3 月まで）
2010 年 4 月 南山大学視聴覚教育センター長（2012 年 3 月まで）
［ vi ］
2018 年 3 月 南山大学退職
2018 年 4 月 南山大学名誉教授 
 学　　位 
1978 年 3 月 文学修士　　（早稲田大学）
2006 年 3 月 博士（文学）（大阪大学）
 学　　会 
 日本近代文学会（1974.05 ～現在に至る，2002.04 ～ 2014.03 評議員，
2008.04 ～ 2010.03 東海支部支部長）
昭和文学会    （1982.06 ～現在に至る，2000.04 ～ 2016.03 幹事）
日本比較文学会（1987.04 ～現在に至る，1997.04 ～ 2000.03 中部支
部幹事）
国際比較文学会（1987.04 ～現在に至る） 
東海近代文学会（1982.04 ～ 2000.03 日本近代文学会東海支部に移行，
1985.04 ～ 1987.03 幹事）
川端康成学会  （1983.04 ～ 2017.03 旧川端文学研究会） 
 賞　　罰 
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 1 ．「小林秀雄における言葉の問題」［単著］『近代文学研究と資料』1（1975.05）
pp.50―61
2 ．「「仮装人物」―〈作家気質といふやうなもの〉へむけて」［単著］『未踏』
10, 11（1976.07）pp.16―19, 14―19
3 ．「荷風『地獄の花』論―〈思想的処女性〉を追って」［単著］『近代文学
研究と資料』5（1977.04）pp.33―44
4 ．「小林秀雄論（修士論文）」［単著］『修士論文』（1978.03）265p.
5 ．「小林秀雄のベルクソン論のはじまり―ダイモンの声と沈黙」［単著］『研
究論集』7（1979.03）pp.1―20
6 ．「「孤独」をめぐって（1）―小林秀雄論」［単著］『早稲田文学』39（1979.08）
pp.46―58
7 ．「「孤独」をめぐって（2）―小林秀雄論」［単著］『早稲田文学』40（1979.09）
pp.26―35
8 ．「「孤独」をめぐって（3）―小林秀雄論」［単著］『早稲田文学』41（1979.10）
pp.29―36
9 ．「中原中也におけるアニミズム的心性」［単著］『国文学研究』76（1982.03）
pp.83―93
10．「『野分』論―啓蒙と疎隔」［単著］『南山国文論集』7（1983.03）pp.63―76
11．「小林秀雄のドストエフスキイ再論」［単著］『南山国文論集』8（1984.03）
pp.41―56
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12．「「孤独」の受けとめ―小林秀雄「感想」（昭和 16.1）考」［単著］『南山
国文論集』9（1985.03）pp.65―75
13．「太宰治「嘘」―寓話的世界の「美談」」［単著］『南山国文論集』10（1986.03）
pp.65―74
14．「自己探求の場としての批評―「ゴッホの手紙」から「白痴」再論へ」［単
著］『文学』　55―12（1987.12）pp.61―70
15．「「細雪」論―〈伝聞〉と〈忖度〉のひろがり」［単著］『南山国文論集』
14（1990.03） pp.31―64
16．「小林秀雄「Ｘへの手紙」読解」［単著］『南山国文論集』16（1992.03）
pp.21―46
17．「「杏っ子」読後」［単著］『室生犀星研究』9（1993.02）pp.86―90
18．「『道草』の味わい―〈迂闊な建三〉と〈捨てられた父〉」［単著］『南山
国文論集』17（1993.03）pp.17―33
19．「『細雪』大尾―〈持続〉と〈収束〉」［単著］『昭和文学研究』27（1993.07）
pp.26―35
20．「『留学』（遠藤周作）―追いつめられた声と渇き」［単著］『國文學』38―
10（1993.08）pp.98―102
21．「「無私」と「告白」―小林秀雄『感想』から『本居宣長』へ」［単著］『南
山国文論集』18（1994.03）pp.15―31
22．「「難題」としての研究と批評―小林秀雄『本居宣長』の学問批判をど
う読むか」［単著］『日本近代文学』51（1994.10）pp.30―42
23．「『人間失格』の〈人間肯定〉―語りのサ―ビスと笑い」［単著］『南山
国文論集』19（1995.03）pp.11―44
24．「津田の〈余裕〉，『明暗』の〈おかしみ〉」［単著］『文芸と批評』8―1（1995.05）
pp.35―44
25．「小林秀雄における〈見る〉ことの希求」［単著］『南山国文論集』21
（1997.03）pp.45―60
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26．「「花燭」論―〈自己劇化〉と〈言祝ぎ〉」［単著］『太宰治研究』4（1997.07）
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42―12（1997.09）pp.57―61
28．「俗中酔興在リ」［単著］『文学増刊（酒と日本文化）』（1997.11）pp.220―224
29．「「『伊豆の踊子』の作者」論―自己を問う「作者」」［単著］『昭和文学研究』
38（1999.03）pp.71―83
30．「『こゝろ』の〈たかまり〉―悲劇性のありか」［単著］『南山国文論集』　
23（1999.09）pp.127―154
31．「『雁』の〈もどかしさ〉」［単著］『森鴎外研究』8（1999.11）pp.165―183
32．「継起と受難―『暗夜行路』論」［単著］『南山大学日本文化学科論集』1
（2001.03）pp.1―13
33．「「城の崎にて」末尾，あるいは〈反芻〉と〈帰還〉」［単著］『南山大学
日本文化学科論集』2（2002.03）pp.31―47
34．「「女生徒」の自立性―『有明淑の日記』との関係で」［単著］『アカデ
ミア文学・語学編』73（2003.01）pp.1―29
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68―8（2003.08）pp.90―95
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37．「小林秀雄「三つの放送」と太宰治「新郎」，そしてトシオ・モリ」［単著］
『資料と研究』10（2005.03）pp.37―40
38．「『愛の渇き』の〈はじまり〉―テレーズと悦子，末造と弥吉，そしてメディ
ア，ミホ」［単著］『三島由紀夫研究』1（2005.11）pp.62―76
39．「『仮面の告白』の〈ゆらめき〉―「盥のゆらめく光の縁」はなぜ「最初
の記憶」ではないのか」［単著］『三島由紀夫研究』3（2006.12）pp.33―
47
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40．「減速された神秘，仕事する者たち―村上春樹『東京奇譚集』」［単著］『南
山大学日本文化学科論集』8（2008.03）pp.1―23
41．「〈招かれざる客〉の造形―太宰治「親友交歓」と「黄金風景」そして「饗
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17（2009.06）pp.92―103
44．「夏目漱石における笑い―「明暗」という到達点」［単著］『南山大学日
本文化学科論集』12（2012.03）pp.1―11
45．「『坊つちやん』の〈不安〉―小人像としての「おれ」」［単著］『日本文
化学科論集』13（2013.03）pp.13―26
46．「『明暗』本文の〈軋み〉―「仕舞にお延はとう／＼我を折つた」（百十三）
の解釈」　［単著］『南山大学日本文化学科論集』14（2014.03）pp.29―45
47．「切実さをめぐって」［単著］『現代文学史研究』20（2014.06）pp.110―117
48．「「遠乗会」論―幻滅と優雅，ラディゲ・大岡昇平に比しつつ」［単著］『三
島由紀夫研究』15（2015.03）pp.45―51
49．「『金色夜叉』論―「夜叉」から苦悩する人へ」［単著］『南山大学日本
文化学科論集』15（2015.03）pp.31―45
50．「「渡り鳥」と堀口大学訳ヴァレリイ『文学論』―笑いと切実」」［単著］『太
宰治研究』23（2015.06.19）pp.130―141
51．「没後 100 年の『明暗』」［単著］『南山大学日本文化学科論集』17（2017.03）
pp.1―13
52．「『明暗』の清子とは何か―〈未完〉の受けとめ」［単著］『南山大学日
本文化学科論集』18（2018.03.31）pp.1―22 
